
平成３０年５月１４日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

  株式会社 ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

 

地域アクセラレーター育成プログラム・長州発スタートアップ企業育成プログラム 

『山口レボリューショナリーズ』の開催について 

 

株式会社山口フィナンシャルグループ（社長 吉村 猛）のグループ会社である株式会

社 YMFG  ZONE プラニング（社長 椋梨 敬介）は、中国経済産業局の「平成 30 年度サービ

ス産業生産性向上に向けた事業創造環境整備事業」として、株式会社山口フィナンシャル

グループ及び中国経済産業局と共同で、「山口レボリューショナリーズ」を下記のとおり開

催しますのでお知らせします。 

本プログラムは、山口フィナンシャルグループが実施するアクセラレーションプログラ

ム「Unicorn プログラム」（別紙）の【phaseⅡ：地域アクセラレーター育成プログラム】並

びに【phaseⅢ：長州発スタートアップ企業育成プログラム】として、地域にスタートアッ

プ企業の集積を創り、地域にイノベーションのプラットフォームを構築するための取り組

みとして実施いたします。 

   ※アクセラレーションプログラムとは 

プログラム期間中、外部支援者が各種研修・ワークショップの講師や相談・指導員（メンター）と

なって、ビジネスプランの立案・ブラッシュアップを支援するプログラムです。 

 
 

記 

 

１．プログラムの内容 

(１)地域アクセラレーター育成プログラムの内容 

  地域アクセラレーター育成プログラムは、地域において事業創造に関わる方（支援機

関、金融機関、士業、行政機関等）を対象に実施します。 

  本プログラムでは、知的財産の活用を意識した上で、アクセラレーターに必要な基礎

知識となる市場分析、商品・サービス、競合他社分析、収支計画について講義形式で習

得し、アクセラレーションプログラムを OJT の場として活用することで、更なる知識・

ノウハウの習得を図るとともに、事業化支援の実務を体現することができます。 

 

   ※アクセラレーターとは 

   「加速者」という意味から、企業の事業を爆発的に成長・加速させるために必要な資金投資やサポ

ートをする者のことを言います。アクセラレーターはビジネスの拡大を焦点に当てており、成長し

始めたばかりの企業に対する支援を行います。 

 



(２)長州発スタートアップ企業育成プログラム内容 

長州発スタートアップ企業育成プログラムはサービス産業（又はサービスを取り入れ

たその他の事業）において、新規事業開発を目指す地域の起業家および起業希望者を対

象に、山口県西部を下関市及び宇部市、山口県中部を山口市、山口県東部を周南市にて

キャラバン実施します。プログラムについては知的財産の活用のほか、市場分析、商品・

サービス、競合他社分析、収支計画の各テーマについて、メインアクセラレーターの指

導のもとアクセラレーター（弁理士や各分野の専門家およびアクセラレーター育成プロ

グラム参加者）を加えたブレスト形式による個別メンタリングにより段階的にビジネス

プランをブラッシュアップします。 

  最終デモデイではプログラムの成果発表の場としてピッチを行い、早期事業化もしく

は事業拡大が見込まれるビジネスプランについては、YMFG が開催する Unicorn プログラ

ムの審査会にエントリーのうえ、ファンディングピッチを目指します。 

 

 

 

 

２．日程 

(１)地域アクセラレーター育成プログラム 

 ①事前説明会 

プログラムへの参加をご検討の方は、下記のいずれかの会場で開催されます事前説明 

会への出席をお願いします。 

周南会場：6月 2日（土） 10 時～12 時 コワーキングスペース「カラム」 

   宇部会場：6月 3日（日） 10 時～12 時 山口大学「志」イノベーション道場 

   下関会場：6月 9日（土） 10 時～12 時 創業支援カフェ「カラスタ」 

   山口会場：6月 10 日（日） 10 時～12 時 やまぐち創業応援スペース「mirai365」 

 

ピッチ大会につきましては、 

スタートアップの聖地 

「萩・松下村塾」での開催を 

目指して調整中です 



  ②地域アクセラレーター育成プログラム 

参加者は、下記のいずれかの会場にご参加いただき、OJT の場として翌日のスタート  

アップ企業育成プログラムにアクセラレーターとして参加していただきます。 

周南会場：6月 29 日（金） 13 時～18 時、6月 30 日（土） 10 時～18 時 

    宇部会場：7月 27 日（金） 13 時～18 時、7月 28 日（土） 10 時～18 時 

    下関会場：8月 24 日（金） 13 時～18 時、8月 25 日（土） 10 時～18 時 

    山口会場：9月 28 日（金） 13 時～18 時、9月 29 日（土） 10 時～18 時 

 

（２）長州発スタートアップ企業育成プログラム 

  ①事前説明会 

周南会場：6月 2日（土） 14 時～16 時 

    宇部会場：6月 3日（日） 14 時～16 時 

    下関会場：6月 9日（土） 14 時～16 時 

    山口会場：6月 10 日（日） 14 時～16 時 

 

  ②長州発スタートアップ企業育成プログラム 

   参加者は山口県内の各会場にてキャラバン実施いたしますプログラム全てにご参加

いただきます。 

・6月 30 日（土） 市場分析      周南会場         10 時～18 時 

   ・7 月 28 日（土） 商品・サービス   宇部会場         10 時～18 時 

   ・8 月 25 日（土） 競合他社分析                 下関会場          10 時～18 時 

   ・9 月 29 日（土） 収支計画      山口会場        10 時～18 時 

   ・10 月 6 日（土） ピッチリハーサル  会場未定        時間未定 

   ・10 月 7 日（日） ピッチ大会     萩・松下村塾（調整中） 時間未定 

 

３．参加費用 

  無料（ただし、会場への交通費及び宿泊費等は自己負担となります） 

 

４．定員 

(１)地域アクセラレーター育成プログラム 

  事前説明会：各会場 30 名 

  アクセラレーター育成プログラム：各会場 5名程度 

 

(２)長州発スタートアップ企業育成プログラム 

  事前説明会：各会場 30 名 

スタートアップ企業育成プログラム：10 名程度 



５．申込方法 

申込専用の URL（https://bit.ly/2I6v6nG）より必要事項ご記入の上お申し込みくださ 

い。 

 

６．申込期限 

(１)事 前 説 明 会：5 月 28 日（月） 17 時必着 

(２)本プログラム：6月 27 日（水） 17 時必着 

 ※アクセラレーター育成プログラムおよびスタートアップ企業育成プログラムいずれも

同じ〆切となります。 

 

７．主催 

  株式会社 YMFG ZONE プラニング 

 

８．共催 

  中国経済産業局 

株式会社山口フィナンシャルグループ 

 

９．協力 

  国立大学法人山口大学 大学研究推進機構産学公連携センター 

  女性創業応援やまぐち株式会社 

  株式会社ザメディアジョン・リージョナル 

  カラム株式会社 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 YMFG ZONE プラニング 

担当：松本・河内  TEL ０８３－２２３－４２０２ 

 

 



参加
費

無料
※旅
費・交

通費
は

個人
負担
とな
りま
す。

お申
込期
限：事

前説
明会
 5月
28日
（月
）　プ

ログ
ラム
 6月
27日
（水
） い
ずれ
も17
時必
着

13:00～18:00
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 【事前説明会】 14:00～16:00
 周南会場　6月2日（土） 周南市カラム
 宇部会場　6月3日（日） 山口大学 「志」イノベーション道場
 下関会場　6月9日（土） 創業支援カフェカラスタ　
 山口会場　6月10日（日） mirai365 

 【スタートアップ企業育成プログラム】 
  6月30日（土）　周南市カラム　　
  7月28日（土）　山口大学 「志」イノベーション道場　 
  8月25日（土）　創業支援カフェカラスタ　 
  9月29日（土）　mirai365
  10月6日（土）　ピッチリハーサル ※会場・時間は未定
  10月中旬 ピッチ大会 ※萩・松下村塾（場所調整中）

 【事前説明会】 10:00～12:00
  周南会場　6月2日（土） 周南市カラム
  宇部会場　6月3日（日） 山口大学 「志」イノベーション道場
  下関会場　6月9日（土） 創業支援カフェカラスタ
  山口会場　6月10日（日） mirai365

 
  周南会場　6月29日（金） 周南市カラム
  宇部会場　7月27日（金） 山口大学 「志」イノベーション道場
  下関会場　8月24日（金） 創業支援カフェカラスタ
  山口会場　9月28日（金） mirai365



 

 

 

  地域アクセラレーター育成プログラムは、地域において事業創造に関わる方（支援機関、金融機関、士業、

行政機関等）を対象に実施します。 

  本プログラムでは、知的財産の活用を意識した上で、アクセラレーターに必要な基礎知識となる市場分析、

商品・サービス、競合他社分析、収支計画について講義形式で習得し、アクセラレーションプログラムを OJT

の場として活用することで、更なる知識・ノウハウの習得を図るとともに、事業化支援の実務を体現すること

ができます。 

 
※アクセラレーターとは 

「加速者」という意味から、企業の事業を爆発的に成長・加速させるために必要な資金投資やサポートをする者のことを言います。

アクセラレーターはビジネスの拡大を焦点に当てており、成長し始めたばかりの企業に対する支援を行います。 

※アクセラレーションプログラムとは 

プログラム期間中、外部支援者が各種研修・ワークショップの講師や相談・指導員（メンター）となって、ビジネスプランの立

案・ブラッシュアップを支援するプログラムです。 

 

 

 

 

長州発スタートアップ企業育成プログラムはサービス産業（又はサービスを取り入れたその他の事業）にお

いて、新規事業開発を目指す地域の起業家および起業希望者を対象に、山口県西部を下関市及び宇部市、山口

県中部を山口市、山口県東部を周南市にてキャラバン実施します。プログラムについては知的財産の活用のほ

か、市場分析、商品・サービス、競合他社分析、収支計画の各テーマについて、メインアクセラレーターの指

導のもとアクセラレーター（弁理士や各分野の専門家およびアクセラレーター育成プログラム参加者）を加え

たブレスト形式による個別メンタリングにより段階的にビジネスプランをブラッシュアップします。 

  最終デモデイではプログラムの成果発表の場としてピッチを行い、早期事業化もしくは事業拡大が見込まれ

るビジネスプランについては、山口フィナンシャルグループが開催する Unicorn プログラムの審査会にエント

リーのうえ、ファンディングピッチを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記申込専用サイトより必要事項ご記入のうえ 

送信してください。 

 

 申込専用サイトＵＲＬ 

https://bit.ly/2I6v6nG 
 

 

 地域アクセラレーター育成プログラムについて 

長州発スタートアップ企業育成プログラムについて 

お申込み方法 メインアクセラレーター 

井上 智央 氏 
 
㈱キャンパスプロジェクト代表取締役。

ミネソタ州立大学政治学部を卒業後、現

地会計事務所を経て、国内数社のベンチ

ャー企業の取締役等を歴任。2013 年より

拠点を広島に移し、若手経営者向けの経

営塾「経洗塾」を主宰。2016 年には岡山

経洗塾を開講し、地域発のベンチャー育

成に貢献している。 
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